
２ 平成 29 年産大豆の作付面積について 

 

農林水産省大臣官房統計部では、平成 2９年産大豆の作付面積（乾燥子実）を  

10 月 2４日に公表しましたので、その概要をお知らせいたします。  

 

（１）全国農業地域別  

  全国の作付面積は 150,200ha で、前年産に比べて 200ha（0.1％）増加

しました。  

  東北地域の作付面積は 36,300ha で、前年産に比べて 400ha（1％）増加

し、全国に占める作付面積割合は、およそ 24％となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）田作と畑作の合計値。沖縄は 1ha 未満のため省略。数値は四捨五入しているため合計と内訳が一致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ha) 

平成 29 年産大豆作付面積（全国農業地域別） 

H28年産 H29年産 増減 対前年比 作付面積割合

全国 150,000 150,200 200 100% 100%

北海道 40,200 41,000 800 102% 27%

東北 35,900 36,300 400 101% 24%

北陸 13,400 13,500 100 101% 9%

関東・東山 10,700 10,500 ▲ 200 98% 7%

東海 12,200 12,200 0 100% 8%

近畿 9,840 9,790 ▲ 50 99% 7%

中国 4,890 4,740 ▲ 150 97% 3%

四国 588 557 ▲ 31 95% 0%

九州 22,200 21,700 ▲ 500 98% 14%
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（２）東北地域県別  

県別に前年産と比べると、青森県は 130ha（3％）、岩手県は 90ha（2％）、

秋田県は 240ha（3％）増加し、宮城県は▲100ha（▲2％）、山形県は▲20ha

（▲0.4％）、福島県は▲70ha（▲4％）減少し、東北全体では 400ha 増加

しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、全国での作付面積順位は、宮城県が北海道に  

次いで２位、秋田県が 3 位、山形県が８位、青森県が  

9 位となっております。  

 

 

 

 

 

 

※今回公表された数値は概数値です。確定値は平成 30 年２月下旬に

公表される予定です。  

大豆作付面積トップ 10 
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平成２９年産大豆作付面積（東北地域県別） 

順位 県   名 作付面積

1 北 海 道  41,000 

2 宮 城  11,200 

3 秋 田  8,720 

4 福 岡  8,410 

5 佐 賀  8,150 

6 滋 賀  6,610 

7 新 潟  5,160 

8 山 形  5,130 

9 青 森  4,940 

10 富 山  4,780 

Ｈ28年産 Ｈ29年産 増減 対前年比

青森県 4,810 4,940 130 103%

岩手県 4,550 4,640 90 102%

宮城県 11,300 11,200 ▲ 100 99%

秋田県 8,480 8,720 240 103%

山形県 5,150 5,130 ▲ 20 100%

福島県 1,660 1,590 ▲ 70 96%


